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１ 策定の目的 

平成２３年度に策定した「上下水道施設耐震化基本計画」において短期の位置付けである高間木取

水場，導水管，松田新田浄水場については，本市の約６割の市民に水道水を供給している最も重要な

基幹施設であり，地震等災害時においても安定給水を継続する必要がある。そのため，計画的な耐震

化を図るために，これまでに実施した耐震診断結果や施設の重要度，老朽化した電気・機械設備の更

新計画等を踏まえ，耐震化整備計画を策定する。  

 

２ 計画の位置付け 

 ・第５次宇都宮市総合計画改定基本計画（後期基本計画）の分野別計画「市民の快適な暮らしを支え

るために」の基本施策「上下水道サービスの質を高める」を実現するための計画 

 ・宇都宮市上下水道基本計画改定計画における計画の柱１「水道水の安心給水の推進」の基本施策「水

道施設等の適正な管理」，計画の柱３「危機管理の強化」の基本施策「施設等の災害・危機管理対策

の推進」を実現するための計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ これまでの経緯 

  平成２１年度  松田新田浄水場耐震化一次診断 

平成２２年度  高間木取水場耐震化一次診断 

松田新田浄水場耐震化二次診断（中央管理棟，排水処理棟，浄水池，配水池） 

  平成２３年度  「宇都宮市上下水道施設耐震化基本計画」策定 

松田新田浄水場耐震化二次診断（着水井，急速ろ過池，沈殿池） 

「松田新田浄水場耐震化基本計画」策定 

  高間木取水場耐震化二次診断（沈砂池） 

  平成２４年度  松田新田浄水場耐震化二次診断（排水池，排泥池，濃縮槽） 

         「松田新田浄水場耐震化基本計画」の一部見直し 

高間木取水場耐震化二次診断（取水堰，隧道，接合井） 

上水道施設耐震化基本設計（導水管） 

平成２６年 ６月２６日 

水 道 管 理 課  

市の計画 

○第５次宇都宮市総合計画改訂基本計画 

 

 

計画の柱 

1.水道水の安心給水の推進   2.下水の適正処理の推進   3.危機管理の強化 

4.環境負荷低減の推進     5.お客様サービスの充実    6.信頼経営の推進 

宇 都 宮 市 上 下 水 道 基 本 計 画 改 定 計 画  

国の計画 

○新水道ビジョン 

第１期水道施設耐震化整備計画 

（高間木取水場・導水管・松田新田浄水場） 

松田新田浄水場第２期 

施設更新計画 

 

 

上 下 水 道 施 設 耐 震 化 基 本 計 画  

第１期水道施設耐震化整備計画(高間木取水場･導水管･松田新田浄水場)の策定について 
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  平成２５年度  松田新田浄水場耐震化基本設計 

          高間木取水場耐震化基本設計 

          松田新田浄水場中央管理棟耐震化実施設計 

 

４ 耐震化における基本的な考え方 

⑴ 松田新田浄水場における施設能力の考え方 

 ア 松田新田浄水場においては，本市の約６割の市民に水道水を供給している最も重要な基幹施設で

ある。 

イ これまでの川治ダムに加え，平成２４年度に湯西川ダムが完成し，安定水利権を取得したことに

より，将来にわたり安定した取水が可能である。 

 ウ 急速ろ過方式を採用しているため，原水水質の変化に対して幅広い対応が可能であり，本市の浄

水施設の中で最も安定した給水が図れる施設である。 

 エ 以上により，松田新田浄水場においては，今後とも，現施設能力を可能な限り維持するとともに

最大限活用していく。 

 

⑵ 耐震化整備計画策定の考え方 

 ア これまでの耐震診断結果や施設重要度などを基に優先度を明確にしながら，計画的に耐震化を推

進する。 

イ 施設の一部においては，電気・機械設備等の更新時期を迎えていることから，「松田新田浄水場第

２期施設更新計画」との整合を図りながら，効率的に事業を実施する。 

ウ 水道施設を耐震化するには，多額の費用と期間を要することから，財政状況を考慮しながら事業

費の平準化に努める。 

 

５ 耐震化対象施設（網掛け部分が今回の耐震化対象施設） 

⑴ 高間木取水場   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・別紙－１ 

 

     

⑵ 松田新田浄水場   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・別紙－１ 

  ア 浄水施設  

  

イ 排水施設  

 

  ウ 建築施設  

 
   

 

※ 排泥池については，耐震診断において，耐震性が確保されていることを確認している。 

 

 

 

 

 

 

 

中央管理棟 排水処理棟 

取水門 隧 道 接合井 沈砂池 

排泥池 濃縮槽 排水池 

着水井 沈殿池 急速ろ過池 浄水池 配水池（１号，２号） 
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【着水井，配水池の耐震化の必要性について】 

①着水井について   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・別紙－２ 

・ 耐震二次診断の結果では，整流壁，底板部で耐震補強が必要であるとの結果であった。 

・ 平成２５年度実施した基本設計において，整流壁については，バイパス管が整備されているこ 

とから，地震時に損傷しても浄水工程に重大な影響を及ぼさないことが判明した。また，底板 

部においては，空水時の耐震診断では耐震補強が必要であるという結果であったが，満水時で 

あれば必要な耐震性を満たしていることが判明した。 

     着水井については，通常満水状態が維持されており，空水になる可能性が低い。 

・ 上記により，着水井については，今回耐震補強を実施しない。 

②配水池について   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・別紙－３ 

・ 配水池においては，耐震二次診断の結果では整流壁のみ耐震補強が必要であるという結果で

あったが，地震時に整流壁が損傷しても，浄水工程に影響を及ぼさなければ耐震化を実施する

必要がないと思われる。しかし，整流壁が損傷した場合に躯体本体に及ぼす影響について把握

しきれていないことから，今後詳細な耐震診断を実施した上で耐震化の必要性について再精査

する。 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 導水管   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・別紙－４ 

  ア 対象管種：ダクタイル鋳鉄管（Ｕ，Ｋ形）・・・・非耐震管 

イ 口 径：φ１２００ｍｍ 

  ウ 延 長：約４．５ｋｍ（導水管全延長７．２ｋｍ） 

エ 布設年次：昭和５０～５２年，昭和４６年（東北道横断部） 

※ 平成２４年度に実施した導水管の基本設計においては，法定耐用年数４０年での更新を基本とし，

全延長７．２ｋｍを対象としていたが，今後の増大する更新需要を勘案すると，鋼管（約２．７

ｋｍ）については耐震性が確保されていることから，今後劣化状況を調査し，更新基準年を明ら

かにした上，更新については別途検討する。 

 
 

６ 耐震化工事の概要   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・別紙－５ 

  平成２５年度に実施した基本設計を踏まえ，耐震化工事を行う補強箇所および工事内容，概算工事

費を精査した。 

 

７ 耐震化優先順位について    

⑴ 耐震化優先順位の考え方 

・ これまでの「松田新田浄水場耐震化基本計画」の優先順位の考え方を踏まえ，「松田新田浄水 

 場第２期施設更新計画」との整合性について精査をした。 

【参考】 （水道施設耐震工法指針・解説 2009年度版） 

 水道施設の重要度の区分  

  ランクＡ１：重要な水道施設のうちランクＡ２以外 

  ランクＡ２：重要度が高い施設だが代替性がある。重大な二次災害が発生する恐れが低い 

  ランクＢ ：ランクＡ以外の施設 

 ランクＡ１における施設重要度別の保持すべき耐震性能（レベル２地震動） 

 ・地震によって生じる損傷が軽微であって，機能に重大な影響を及ぼさない性能 
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ア 施設重要度 

・ 水道耐震化工法指針に示されている重要度の判断基準を考慮して，「被害の影響」，「復旧の難 

 易度」，「二次災害の恐れ」の評価項目を選定し判定する。 

・ 松田新田浄水場の建築施設については，浄水場内の管理中枢施設であることや，常時施設内に 

勤務者がいることから最優先とする。 

イ 耐震性能 

    ・ 耐震診断結果を基に耐力超過率の大きさにより，耐震性能の評価を行い判定する。 

   ・ 土木施設と建築施設では，土木施設の方が使用する許容応力度が低く安全側の設計となって 

    いるため，建築施設の方が耐震性が低いと判断し，最優先とする。 

  ウ 効率性 

   ・ 老朽化した沈殿池の掻寄機や傾斜板，濃縮槽の掻寄機などの設備更新と耐震補強工事を一体 

    的に施工することが効率的である。 

  エ 導水管 

 ・ 高間木取水場から松田新田浄水場までの導水管については，全体的に布設年次が古い松田新 

田浄水場側（下流側）から連続的に実施する。 

 

⑵ 耐震化優先順位の決定    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・別紙－６ 

   耐震化優先順位の考え方を踏まえ，耐震化の優先順位を別紙６に示す。 

 

８ 整備スケジュール      ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・別紙－７ 

⑴ 整備年次 

  平成２７年度～平成３６年度（１０箇年） 

 

⑵ 事業費 

６，９８１，０００千円（補助額 ２８６，４２９千円 ， 出資金 ７５１，５３８千円） 

 【内訳】 

高間木取水場      ５５，０００千円  （補助額  １４，３６６千円 ） 

松田新田浄水場  １，０８３，０００千円  （補助額 ２７２，０６３千円 ） 

  導水管      ５，８４３，０００千円  （補助対象外） 

※ 事業費は，平成２５年度に実施した基本設計の概算工事費を参考に記載しているため，実施計画

に計上するに当たっては，工事費等について再精査し計上する。 

 

    

 

 

９ 今後のスケジュール 

  平成２６年   ６月  経営会議付議 

          ６月  「耐震化整備計画」策定 

          ７月  耐震化事業事前評価業務委託発注 

         １０月  国庫補助要望 

  平成２７年       事業着手 

 

 

【参考】 （厚生労働省国庫補助） 

 補助名称：ライフライン機能強化等（基幹水道構造物の耐震化事業）  

 補 助 率：１／３ 

  

 



 

高間木取水場 

                 

松田新田浄水場 

鬼怒川 

洪水吐門 

土砂吐門 

取水門 

隧 道 

接合井 

沈砂池 

濃縮槽 

排泥池 

着水井 

３号配水池 
４号配水池 

別紙１ 

１号配水池 

２号配水池 

浄水池 

中央管理棟 

急速ろ過池 

沈殿池 

排水処理棟 

排水池 

高間木取水場から 

松田新田浄水場へ 
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耐震化工事の概要 

 

（１）高間木取水場 

施設名 
補 強 箇 所 

（レベル２地震動時） 
補強工事内容 工事期間 

概算工事費 

(千円) 

取水門 底板 せん断補強筋 約 40日 3,000 

隧道 
出入口のみ 

側壁（アーチ部） 
ＳＰＲ工法 約 70日 29,000 

接合井 底板 補強梁設置 約 10日 1,000 

沈砂池 側壁，底板 補強梁設置，軽量土による土圧軽減 約 30日 13,000 

小 計    46,000 

実施設計一式  9,000 

合 計    55,000 

 

（２）松田新田浄水場 

施設名 
補 強 箇 所 

（レベル２地震動時） 
補強工事内容 工事期間 

概算工事費 

(千円) 

沈殿池 
整流壁，壁，底板， 

上床板 

Co増し打ち，せん断補強筋， 

補強梁設置，ハンチ部新設 
約 360日 240,000 

ろ過池 
ろ過池底板，配管室

壁・底板 
補強梁設置，ハンチ部新設 約 210日 72,000 

浄水池 壁，底板，柱，天井 Co増し打ち，せん断補強筋 約 300日 120,000 

配水池 整流壁 Co増し打ち 約 250日 146,000 

中央管理棟 壁 鉄筋ブレース ― 165,000 

排水処理棟 壁，杭基礎 Co増し打ち，PHC杭φ700の追加 ― 250,000 

排水池 隔壁，底板 Co増し打ち 約 80日 6,000 

濃縮槽 底板 せん断補強筋 約 10日 3,000 

小 計    1,002,000 

実施設計一式  81,000 

合 計    1,083,000 

 

 

 

別紙５ 
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（３）導水管 

対象区間 布設延長（ｍ） 布設方法 
概算工事費 

(千円) 

①松田新田浄水場～市道交差部 300 開削 452,000 

②市道交差部～県道交差点 1,100 開削 921,000 

③県道交差点～県道・旧道交差部 1,260 開削，推進 1,143,000 

④県道・旧道交差部～小室前川水管橋 820 開削 787,000 

⑤県道・市道交差部～用水堀付近 790 開削，水管橋 1,058,000 

⑥用水堀付近～西鬼怒左岸部 260 推進 528,000 

小 計 4,530  4,889,000 

実施設計一式   44,000 

撤去工一式   741,000 

舗装工一式   169,000 

合 計   5,843,000 

 



耐 震 化 優 先 順 位 

 

（１）高間木取水場 

優先順位 施設名称 順位決定の根拠 

１ 隧道 施設重要度と耐震性能による優先度の一致 

２ 取水門 施設重要度と耐震性能による優先度の一致 

３ 沈砂池 施設重要度と耐震性能による優先度の一致 

４ 接合井 施設重要度と耐震性能による優先度の一致 

 

（２）松田新田浄水場 

優先順位 施設名称 順位決定の根拠 

１ 中央管理棟 施設重要度と耐震性能による優先度の一致（管理中枢施設） 

２ 排水処理棟 施設重要度と耐震性能による優先度の一致 

３ 濃縮槽 
耐震性能は最も高いが，槽内の掻寄機の設備更新と一体的に耐震化を行うこと

が効率的なため 

４ 沈殿池 
土木施設で耐震性能が最も低い上に，傾斜板や掻寄機が更新時期に近く，

一体的に耐震化を行うことが効率的なため 

５ 浄水池 施設重要度と耐震性能による 

６ 急速ろ過池 施設重要度と耐震性能による 

７ 配水池 
重要度の順位は高いが，土木施設の中で耐震性能が優位であり，補強箇所は整

流壁のみで，整流壁の損傷は直接浄水処理へ影響しないため 

８ 排水池 施設重要度も下位であり，隔壁の損傷被害では，機能停止には至らないため 

 

（３）導水管    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・別紙－４ 

優先順位 区間 布設延長（ｍ） 布設方法 

１ ①松田新田浄水場～市道交差部 ３００ 開削 

２ ②市道交差部～県道交差点 １，１００ 開削 

３ ③県道交差点～県道・旧道交差部 １，２６０ 開削，推進 

４ ④県道・旧道交差部～小室前川水管橋 ８２０ 開削 

５ ⑤県道・市道交差部～用水堀付近 ７９０ 開削，水管橋 

６ ⑥用水堀付近～西鬼怒左岸部 ２６０ 推進 

計  ４，５３０  

 

別紙６ 

 



単位：千円

設計委託 工事 工事 工事

高間木取水場耐震化
実施設計

隧道耐震化工事 取水門耐震化工事 沈砂池耐震化工事

9,000 29,000 3,000 13,000

工事

接合井耐震化工事

1,000

9,000 29,000 3,000 14,000 55,000

設計委託 設計委託 設計委託 設計委託 設計委託 設計委託 設計委託

排水処理棟耐震化
実施設計

沈澱池耐震化実施設計 浄水池耐震化実施設計
配水池耐震化二次
(詳細）診断

急速ろ過池耐震化
実施設計

配水池耐震化実施設計 排水池耐震化実施設計

10,000 14,000 7,000 13,000 9,000 20,000 4,000

設計委託 工事 工事 工事 工事

濃縮槽耐震化実施設計 濃縮槽耐震化工事 浄水池耐震化工事
（その１）

浄水池耐震化工事
（その２）

排水池耐震化工事

4,000 3,000 60,000 60,000 6,000

工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事

中央管理棟耐震化工事 排水処理棟耐震化工事
沈殿池耐震化工事
(その1）

沈殿池耐震化工事
(その2）

沈殿池耐震化工事
(その3）

沈殿池耐震化工事
(その4）

急速ろ過池耐震化工事 配水池耐震化工事(1） 配水池耐震化工事(2）

165,000 250,000 60,000 60,000 60,000 60,000 72,000 73,000 73,000

179,000 14,000 260,000 60,000 133,000 129,000 80,000 76,000 73,000 79,000 1,083,000

設計委託 設計委託 設計委託

導水管耐震化実施設計
(その１)

導水管耐震化実施設計
(その２)

導水管耐震化実施設計
(その３)

7,000 15,000 22,000

工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事

導水管耐震化工事
（その1）

導水管耐震化工事
（その2）

導水管耐震化工事
（その3）

導水管耐震化工事
（その4）

導水管耐震化工事
（その5）

導水管耐震化工事
（その6）

導水管撤去工事
（その1）

導水管撤去工事
（その2）

導水管撤去工事
（その3）

　 452,000 921,000 1,143,000 787,000 1,058,000 528,000 224,000 286,000 231,000

工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事

舗装復旧工事
（その1）

舗装復旧工事
（その2）

舗装復旧工事
（その3）

舗装復旧工事
（その4）

舗装復旧工事
（その5）

舗装復旧工事
（その6）

舗装復旧工事
（その7）

6,000 22,000 23,000 16,000 15,000 30,000 57,000

7,000 452,000 942,000 1,165,000 832,000 1,074,000 543,000 224,000 316,000 288,000 5,843,000

195,000 466,000 1,231,000 1,228,000 979,000 1,203,000 623,000 300,000 389,000 367,000 6,981,000

38,366 3,266 76,833 16,800 35,733 34,100 20,666 20,133 19,466 21,066 286,429

37,408 2,683 169,141 183,350 113,166 172,825 31,133 13,966 13,383 14,483 751,538

脱水機更新工事
　　　　 　　506,437

沈殿池傾斜板実施設計
　　　　　　　12,000

濃縮槽掻寄機更新工事
　　　　　　 253,100

沈殿池傾斜板更新工事
　　　　　　 380,000

沈殿池傾斜板更新工事
　　　　　　 250,000

沈殿池傾斜板更新工事
　　　　　　 250,000

沈殿池傾斜板更新工事
　　　　　　 250,000

監視操作設備更新工事
　　　　　　 750,000

吸砂機設備更新工事
　　　　　　 150,000

受変電設備更新工事
         　  371,000

除塵機設備更新工事
　　　　　　 109,200

建築付帯設備実施設計
　　　　　　　 5,000

建築付帯設備工事
　　　　　　  50,000

監視操作設備実施設計
　　　　　　   5,000

取水堰設備更新工事
　　　　　　 260,000

計装設備更新工事
　　　　　　  50,000

水質計器更新工事
　　　　　　  46,000

取水堰設備実施設計
　　　　　　   5,000

計装設備実施設計
　　　　　　   5,000

濃縮槽掻寄機実施設計
　　　　　　　11,000

934,437 121,200 258,100 380,000 305,000 260,000 510,000 800,000 150,000 3,718,737

1,129,437 587,200 1,489,100 1,608,000 1,284,000 1,463,000 1,133,000 1,100,000 539,000 367,000 10,699,737

耐 震 化 整 備 ス ケ ジ ュ ー ル

年　　　度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 平成３３年度 平成３４年度 平成３５年度 平成３６年度 計

高間木取水場

松田新田浄水場

事業費（千円）

合　計（千円）

導水管

　  

　

内国庫補助金

【参考】
　　松田新田浄水場
　　 第２期施設更新
　  (H30以降は予定）

事業費（千円）

内出資金

別紙７


